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判例研究

社
会
法
判
例
研
究
（
第
二
二
回
目

社
会
法
判
例
研
究
会

　
業
務
内
在
的
危
険
と
業
務
に
起
因
す
る
自
殺
－
大
町
労
基
署
長

（
サ
ン
コ
ー
）
事
件

長
野
地
判
平
成
一
一
年
三
月
一
二
日
判
決
、
平
成
九
年
（
行
ウ
）
二

号
遺
族
補
償
給
付
等
不
支
給
処
分
取
消
請
求
事
件
、
認
容
、
確

定
、
労
働
判
例
七
六
四
号
四
三
頁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
丸
　
谷
　
浩
　
介

【
事
実
の
概
要
】

一
　
プ
レ
ス
加
工
品
の
製
造
、
販
売
を
主
た
る
業
と
す
る
望
外
S
株

式
会
社
に
お
い
て
プ
レ
ス
加
工
業
務
に
従
事
し
て
い
た
訴
外
A
は
、

昭
和
五
八
年
七
月
に
新
設
さ
れ
た
H
工
場
に
お
い
て
、
プ
レ
ス
課
自

動
プ
レ
ス
部
門
に
配
属
さ
れ
、
同
部
門
の
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
の
業
務
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

二
　
S
の
就
業
規
則
に
お
い
て
は
、
従
業
員
の
就
業
時
間
は
実
動
八

時
間
、
四
週
を
平
均
し
て
一
週
四
八
時
間
を
超
え
な
い
も
の
と
し
、

始
業
時
刻
は
午
前
八
時
一
五
分
、
終
業
時
刻
は
午
後
五
時
〇
五
分
、

残
業
の
始
業
は
午
後
五
時
一
五
分
と
さ
れ
業
務
上
必
要
が
あ
る
場
合

に
は
、
従
業
員
に
対
し
、
交
替
就
業
又
は
時
間
外
勤
務
を
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
る
と
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
毎
週
日
曜
日
及
び
祝
祭
日
等

の
ほ
か
、
隔
週
の
土
曜
日
が
休
日
と
さ
れ
て
い
た
が
、
業
務
上
必
要

が
あ
る
と
き
に
は
、
事
前
の
通
告
に
よ
り
他
の
日
に
休
日
を
振
り
替

え
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
さ
れ
て
い
た
。
H
工
場
に
お
い
て
は
、

昭
和
五
九
年
一
月
こ
ろ
か
ら
主
と
し
て
プ
レ
ス
課
の
従
業
員
に
二
交

替
制
勤
務
が
実
施
さ
れ
、
あ
ら
か
じ
め
一
週
間
単
位
の
勤
務
者
を
四

名
程
度
組
ん
で
お
き
、
特
定
の
人
が
二
週
以
上
連
続
し
な
い
こ
と
と

さ
れ
て
い
た
が
、
実
際
に
は
仕
事
量
の
増
大
に
対
処
す
る
た
め
に
頻

繁
に
繰
り
返
さ
れ
て
い
た
。
な
お
、
同
課
の
男
子
作
業
員
に
つ
い
て

は
、
昭
和
五
八
年
一
一
月
三
〇
日
付
の
労
働
協
約
に
よ
り
三
ヶ
月
に

つ
き
上
限
を
一
五
〇
時
間
と
す
る
時
間
外
勤
務
、
一
ヶ
月
あ
た
り
三

回
ま
で
休
日
出
勤
を
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
さ
れ
て
い
た
。

三
　
A
は
責
任
者
と
し
て
恒
常
的
に
時
間
外
に
作
業
を
継
続
し
な
け

れ
ば
な
ら
ず
、
生
産
計
画
が
決
ま
る
と
進
ん
で
居
残
っ
て
残
業
を
す

る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
昭
和
五
九
年
一
月
以
降
プ
レ
ス
課
の
繁
忙
期

に
対
応
し
て
様
々
な
業
務
を
担
当
し
、
深
夜
残
業
を
す
る
こ
と
が
多

く
な
り
、
昭
和
五
九
年
二
月
六
日
か
ら
同
月
二
〇
日
ま
で
の
平
均
深

夜
残
業
時
間
は
一
日
あ
た
り
五
時
間
を
超
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
時

間
外
労
働
時
間
は
労
働
協
約
で
定
め
ら
れ
た
上
限
を
大
幅
に
超
え
、
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超
過
分
の
時
間
外
勤
務
分
の
手
当
を
翌
月
の
時
間
外
労
働
と
し
て
計

上
し
た
り
、
欠
勤
日
に
出
勤
し
た
も
の
と
し
て
扱
う
な
ど
し
て
い
た

が
、
昭
和
五
九
年
七
月
以
降
は
A
の
妻
た
る
原
告
X
の
内
職
名
義
で

支
給
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
A
は
昭
和
五
九
年
一
一
月
、
班
長
登
用

試
験
に
合
格
し
同
月
二
一
日
付
け
で
プ
レ
ス
課
に
お
け
る
唯
一
の
役

職
者
に
な
っ
た
が
、
そ
の
役
職
は
責
任
が
重
く
な
る
も
の
で
残
業
手

当
も
つ
か
な
い
こ
と
か
ら
班
長
に
は
な
り
た
く
な
か
っ
た
旨
述
べ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
本
社
工
場
の
従
業
員
に
対
し
て
は
「
死
ん
だ
ら
楽

に
な
れ
る
か
」
等
述
べ
、
退
職
を
申
し
出
た
も
の
の
拒
ま
れ
て
し
ま

い
、
仕
事
中
に
泣
い
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
A
は
昭
和
五
九
年
夏

頃
か
ら
心
身
状
態
が
悪
く
な
り
、
同
年
一
二
月
二
六
日
と
二
七
日
に

熱
と
腹
痛
、
吐
き
気
を
訴
え
て
欠
勤
し
通
院
し
た
が
二
八
日
に
は
出

勤
し
た
。
正
月
休
明
け
に
も
通
常
ど
お
り
出
勤
し
た
が
食
欲
不
振
、

不
眠
な
ど
の
状
態
が
改
善
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
昭
和
六
〇
年
一
月

一
一
日
自
宅
に
お
い
て
自
ら
経
賛
し
て
死
亡
し
た
（
以
下
「
本
件
自

殺
」
）
。
四
　
X
は
、
平
成
元
年
一
一
月
二
二
日
、
被
告
Y
（
大
町
労
基
署

長
）
に
対
し
、
本
件
自
殺
は
業
務
上
の
事
由
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と

し
て
労
災
保
険
法
に
基
づ
く
遺
族
補
償
給
付
を
請
求
し
た
が
、
Y
は

平
成
七
年
一
月
一
九
日
付
で
ん
の
死
亡
が
業
務
上
の
事
由
に
よ
る
も

の
と
は
認
め
ら
れ
な
い
と
し
て
遺
族
補
償
給
付
の
不
支
給
決
定
処
分

を
し
た
。
X
は
、
こ
れ
を
不
服
と
し
て
審
査
請
求
を
し
た
が
棄
却
裁

決
を
受
け
、
再
審
査
請
求
を
し
た
が
請
求
後
三
ヵ
月
た
っ
て
も
裁
決

が
な
い
こ
と
か
ら
遺
族
補
償
給
付
の
不
支
給
決
定
を
不
服
と
し
て
訴

え
た
の
が
本
件
で
あ
る
。
な
お
、
提
訴
後
の
平
成
一
〇
年
一
〇
月
二

〇
日
、
X
は
再
審
査
請
求
を
棄
却
す
る
旨
の
裁
決
を
受
け
た
。

【
判
旨
】
講
求
認
容
（
確
定
）

一
　
「
労
災
保
険
法
に
基
づ
く
労
災
保
険
給
付
と
し
て
の
業
務
起
因

性
が
認
め
ら
れ
る
た
め
に
は
、
業
務
に
内
在
な
い
し
通
常
随
伴
す
る

危
険
の
現
実
化
と
し
て
死
傷
蓄
髪
が
発
生
し
た
と
評
価
さ
れ
る
こ
と

に
よ
り
両
者
の
問
に
相
当
因
果
関
係
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
関
係
が
肯
定
さ
れ
る
た
め
に
は
、
当
該
業
務

に
、
医
学
経
験
則
上
、
そ
の
死
傷
病
等
を
発
生
さ
せ
る
一
定
以
上
の

危
険
性
が
存
す
る
こ
と
を
要
す
る
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
」
る
。

「
非
災
害
性
の
疾
病
の
う
ち
で
も
精
神
疾
患
は
、
当
該
労
働
者
の
従

事
し
て
い
た
業
務
と
は
直
接
関
係
の
な
い
基
礎
疾
患
、
当
該
労
働
者

の
性
格
及
び
生
活
歴
等
の
個
体
的
要
因
、
そ
の
他
環
境
的
要
因
等
が

複
合
的
、
相
乗
的
に
影
響
し
合
っ
て
発
症
に
至
る
こ
と
も
あ
る
か
ら
、

業
務
と
当
該
疾
患
の
発
症
と
の
間
に
相
当
因
果
関
係
が
肯
定
さ
れ
る

た
め
に
は
、
単
に
当
該
疾
患
が
業
務
遂
行
中
に
発
症
し
た
と
か
、
あ

る
い
は
業
務
が
発
症
の
一
つ
の
き
っ
か
け
を
作
っ
た
と
い
う
だ
け
で

66（4●474） 1848



判例研究

は
足
り
ず
…
当
該
業
務
自
体
に
、
医
学
経
験
則
上
、
そ
の
精
神
疾
患

を
発
症
さ
せ
る
一
定
程
度
以
上
の
危
険
性
が
存
す
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
」
。

　
「
し
か
し
な
が
ら
、
法
的
概
念
と
し
て
の
因
果
関
係
の
立
証
は
、

自
然
科
学
的
な
証
明
で
は
な
く
、
あ
る
特
定
の
事
実
が
特
定
の
結
果

を
招
来
し
た
関
係
を
是
認
し
得
る
高
度
の
蓋
然
性
を
証
明
す
る
こ
と

で
あ
り
、
通
常
人
が
疑
い
を
差
し
挟
ま
な
い
程
度
に
真
実
性
の
確
信

を
持
ち
得
る
も
の
で
あ
る
こ
と
で
足
り
る
の
で
あ
る
か
ら
（
最
高
裁

昭
和
五
〇
年
一
〇
月
二
四
日
判
決
・
民
集
二
九
巻
九
号
一
四
一
七
頁

参
照
）
、
業
務
と
心
因
性
精
神
疾
患
と
の
存
否
を
判
断
す
る
に
当

た
っ
て
も
、
発
症
前
の
業
務
の
内
容
及
び
こ
れ
が
当
該
労
働
者
の
心

身
に
与
え
た
影
響
の
有
無
及
び
そ
の
程
度
、
心
因
性
精
神
疾
患
を
招

来
せ
し
め
る
性
格
要
因
や
基
礎
疾
患
等
の
身
体
的
要
因
の
存
否
、
発

症
前
の
生
活
状
況
等
の
関
連
す
る
諸
事
情
を
全
体
的
に
考
察
し
、
こ

れ
を
当
該
疾
病
の
発
生
原
因
に
関
す
る
医
学
的
知
見
に
照
ら
し
、
社

会
通
念
上
、
当
該
業
務
が
労
働
者
の
心
身
に
過
重
な
負
荷
を
与
え
る

態
様
の
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
当
該
業
務
に
そ
の
心
因
性
精

神
疾
患
を
発
症
さ
せ
る
】
定
程
度
以
上
の
危
険
性
が
存
在
す
る
も
の

と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
、
当
該
業
務
と
心
因
性
精
神
疾
患
と
の
間
の

相
当
因
果
関
係
を
肯
定
す
る
こ
と
が
相
当
で
あ
る
。
そ
し
て
、
右
精

神
疾
患
を
発
症
し
た
労
働
者
が
自
殺
し
た
場
合
に
お
い
て
両
者
の
間

に
相
当
因
果
関
係
が
存
在
す
る
こ
と
を
肯
定
す
る
た
め
に
は
、
医
学

経
験
則
上
、
当
該
疾
患
が
自
殺
と
い
う
結
果
を
招
来
し
た
と
認
め
ら

れ
る
か
否
か
に
つ
い
て
も
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
い
う

ま
で
も
な
，
い
。
」

二
　
A
に
は
、
「
昭
和
五
九
年
夏
こ
ろ
か
ら
謡
う
つ
状
態
や
睡
眠
障

害
が
認
め
ら
れ
た
が
…
本
件
自
殺
に
至
る
ま
で
の
間
、
そ
の
症
状
が

多
彩
か
つ
憎
悪
化
す
る
傾
向
が
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
A
は
、
昭
和
五

九
年
一
二
月
に
は
、
同
僚
に
対
し
、
希
死
念
慮
を
表
明
す
る
に
至
っ

て
お
り
、
結
果
的
に
は
、
遺
書
も
残
さ
ず
に
突
然
に
自
殺
を
敢
行
し

て
い
る
。
こ
れ
ら
の
事
実
は
、
前
記
一
〇
U
山
O
の
診
断
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
に
照
ら
し
て
み
て
も
、
う
つ
病
の
症
状
と
し
て
複
数
の
該
当
症
状

が
あ
る
と
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
」
。
A
は
そ
の
性
格
か
ら
内
因
性

精
神
障
害
に
親
和
的
な
要
素
が
あ
っ
た
と
認
め
る
こ
と
は
で
き
ず
、

「
精
神
的
・
肉
体
的
に
過
重
な
業
務
に
従
事
し
て
お
り
…
少
な
く
と
も

反
応
性
う
つ
病
の
誘
因
と
な
る
こ
と
が
肯
定
さ
れ
る
。
…
A
は
、
本

件
自
殺
の
時
点
か
ら
さ
ほ
ど
乖
離
し
て
い
な
い
時
期
に
反
応
性
う
つ

病
を
発
症
し
、
遅
く
と
も
本
件
自
殺
を
行
う
ま
で
に
は
中
等
級
の
反

応
性
う
つ
病
に
罹
患
し
て
い
た
と
認
め
る
の
が
相
当
で
あ
る
。
」

三
　
H
工
場
の
受
注
量
の
増
大
、
A
の
班
長
昇
進
に
よ
っ
て
業
務
量

は
増
大
し
、
A
に
そ
の
よ
う
な
負
担
の
軽
減
を
期
待
す
る
こ
と
は
困

難
な
状
況
で
あ
っ
た
の
で
、
「
A
の
担
当
業
務
は
、
反
応
性
う
つ
病
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の
誘
因
と
な
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
を
了
解
し
得
る
程
度
に
、
肉
体
的

の
み
な
ら
ず
特
に
精
神
的
に
過
重
な
負
荷
と
な
る
も
の
で
あ
っ
た
と

い
う
べ
き
で
あ
る
」
。
「
A
の
従
事
し
た
業
務
に
は
、
医
学
経
験
則
上
、

反
応
性
う
つ
病
を
発
症
さ
せ
る
一
定
程
度
以
上
の
危
険
性
が
存
し
、

こ
の
業
務
に
内
在
な
い
し
通
常
随
伴
す
る
危
険
性
が
現
実
化
し
て
発

症
し
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
、
両
者
の
間
に
相
当
因
果
関
係
が
存
在

す
る
も
の
と
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
」
。

四
労
災
保
険
法
一
二
条
の
二
の
二
第
一
項
の
規
定
は
、
「
業
務
と

右
死
亡
結
果
等
と
の
間
に
条
件
関
係
す
ら
存
在
し
な
い
場
合
に
労
災

保
険
給
付
を
行
わ
な
い
と
い
う
当
然
の
理
解
を
確
認
的
に
規
定
し
た

も
の
と
解
さ
れ
る
。
」

五
　
「
反
応
性
う
つ
病
に
罹
患
し
た
労
働
者
が
自
殺
に
よ
り
死
亡
し

た
場
合
に
、
当
該
自
殺
の
業
務
起
因
性
に
つ
い
て
判
断
す
る
た
め
に

は
…
反
応
性
う
つ
病
が
当
該
労
働
者
の
自
殺
と
い
う
結
果
を
招
い
た

と
認
め
ら
れ
る
か
否
か
に
つ
い
て
検
討
」
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、

「
反
応
性
う
つ
病
に
罹
患
し
た
者
は
…
ほ
ぼ
一
〇
〇
パ
ー
セ
ン
ト
錦

帳
念
慮
に
と
ら
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
こ
れ
が
高
じ
る
と
自
殺
念
慮

に
至
り
、
遂
に
は
本
人
の
精
神
力
が
忍
耐
の
限
界
に
達
し
自
殺
決
行

の
強
い
誘
惑
に
か
ら
れ
、
自
殺
企
図
に
つ
な
が
る
場
合
が
あ
る
こ
と
、

う
つ
病
に
よ
る
自
殺
は
、
抑
止
症
状
の
弱
い
発
症
の
初
期
及
び
寛
解

期
に
多
い
こ
と
、
こ
の
よ
う
に
し
て
起
こ
る
う
つ
病
時
の
自
殺
は
事

の
是
非
に
関
す
る
冷
静
な
判
断
力
の
働
か
な
い
状
況
下
で
行
わ
れ
る

病
的
自
殺
で
あ
っ
て
、
本
人
に
事
理
弁
別
を
求
め
る
こ
と
は
ま
ず
不

可
能
で
あ
る
」
。

六
　
本
件
自
殺
と
う
つ
病
の
発
症
時
期
、
A
が
自
殺
し
た
朝
に
う
つ

状
態
が
重
か
っ
た
こ
と
等
を
「
医
学
的
知
見
を
併
せ
考
慮
す
れ
ば
、

社
会
通
念
上
、
本
件
自
殺
は
、
反
応
性
う
つ
病
の
通
常
の
因
果
経
過

と
し
て
発
生
し
た
も
の
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
…
本
件
自
殺
は
、

結
局
、
業
務
に
内
在
な
い
し
通
常
随
伴
す
る
危
険
性
が
現
実
化
し
た

も
の
と
し
て
業
務
と
の
間
に
相
当
因
果
関
係
が
肯
認
さ
れ
る
と
い
う

べ
き
で
あ
る
。
」

【
評
釈
】
　
結
論
に
賛
成

一
　
本
判
決
の
意
義

ω
　
本
判
決
の
特
徴
は
、
業
務
に
起
因
す
る
精
神
疾
患
に
よ
る
自
殺

の
ケ
ー
ス
に
お
い
て
「
業
務
に
内
在
な
い
し
通
常
随
伴
す
る
危
険
の

現
実
化
（
以
下
、
業
務
内
在
的
危
険
）
」
と
し
て
の
死
傷
病
の
発
生

と
い
う
判
断
基
準
を
用
い
た
点
に
あ
る
。
し
か
し
、
従
来
の
業
務
に

起
因
す
る
精
神
疾
患
に
よ
る
死
亡
の
判
例
傾
向
で
あ
る
業
務
と
精
神

疾
患
と
の
因
果
関
係
と
精
神
疾
患
と
自
殺
と
の
因
果
関
係
の
双
方
を

認
め
る
こ
と
に
よ
り
業
務
と
自
殺
と
の
相
当
因
果
関
係
を
認
め
て
い

る
と
い
う
点
で
は
従
来
の
判
例
理
論
を
踏
襲
し
て
い
る
こ
と
に
留
意
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し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
後
述
）
。

②
　
判
例
の
傾
向
を
確
認
し
て
お
く
。
業
務
内
在
的
危
険
の
法
理
は
、

業
務
が
脳
・
心
臓
疾
患
の
増
悪
を
も
た
ら
し
死
亡
し
た
ケ
ー
ス
に
つ

き
、
業
務
と
死
傷
病
と
の
間
に
因
果
関
係
を
認
め
得
な
い
場
合
に
最

高
裁
が
導
入
し
た
法
理
で
あ
る
。
①
地
公
災
基
金
東
京
都
支
部
長

（
町
田
高
校
）
事
件
（
最
三
小
判
平
成
八
年
一
月
二
一
二
日
・
労
判
六
八

七
号
一
六
）
及
び
②
地
重
重
基
金
愛
知
県
支
部
長
（
瑞
鳳
小
学
校
）

事
件
（
最
三
小
判
平
成
八
年
三
月
五
日
・
判
時
一
五
六
四
号
＝
二
七

頁
）
で
は
「
公
務
に
内
在
す
る
危
険
が
現
実
化
し
た
」
と
の
文
言
を

用
て
い
る
。
．
下
級
審
に
お
い
て
は
、
本
判
決
以
後
に
出
さ
れ
た
③
水

戸
労
基
署
長
（
茨
城
新
聞
社
）
事
件
（
水
戸
地
判
平
成
＝
年
三
月

二
四
日
・
労
判
七
六
三
号
二
一
頁
）
が
「
発
症
が
業
務
に
内
在
な
い

し
随
伴
す
る
危
険
が
現
実
化
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
と
み
る
こ
と
が

で
き
る
か
否
か
に
よ
っ
て
判
断
す
る
の
が
相
当
」
と
し
て
①
事
件
及

び
②
事
件
を
引
用
し
て
い
る
。

⑧
　
業
務
に
起
因
す
る
自
殺
の
判
例
で
は
、
業
務
上
認
定
を
求
め
る

取
消
訴
訟
と
損
害
賠
償
請
求
訴
訟
が
あ
る
。
本
件
は
取
消
訴
訟
で
あ

る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
業
務
と
自
殺
と
の
相
当
因
果
関
係
を
立
証

す
る
に
あ
た
っ
て
は
業
務
と
精
神
疾
患
、
精
神
疾
患
と
自
殺
の
双
方

に
因
果
関
係
を
認
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
す
る
の
が
判
例
の
立

場
で
あ
る
。
取
消
訴
訟
に
お
い
て
は
、
④
佐
伯
労
基
署
長
（
け
い

肺
）
自
殺
事
件
（
大
分
地
判
平
成
三
年
六
月
二
五
日
・
労
判
七
二
八

号
六
頁
）
が
業
務
上
と
し
な
が
ら
も
、
⑤
同
控
訴
審
（
福
岡
群
雨
平

成
六
年
六
月
三
〇
日
・
判
タ
八
七
五
号
＝
二
〇
頁
）
で
は
業
務
外
と

さ
れ
て
い
る
。
④
⑤
事
件
は
労
災
保
険
法
一
二
条
の
二
の
二
第
一
項

規
定
の
「
故
意
」
の
解
釈
が
問
わ
れ
た
事
件
で
あ
り
、
本
件
の
よ
う

な
ケ
ー
ス
に
お
い
て
は
同
条
項
の
解
釈
が
問
題
と
な
る
こ
と
は
言
う

ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ
る
。
業
務
上
認
定
が
争
わ
れ
た
事
例
と
し
て

⑥
加
古
川
労
基
署
長
（
神
戸
製
鋼
所
）
事
件
（
神
戸
地
鼠
平
成
八
年

四
月
二
六
日
・
労
判
六
九
五
号
三
一
頁
）
が
業
務
上
と
し
、
⑦
岸
和

田
労
基
署
長
（
廣
瀬
興
産
）
事
件
（
大
阪
地
判
平
成
九
年
十
月
二
九

日
・
昌
昌
七
二
八
号
＝
二
〇
頁
）
が
業
務
と
自
殺
と
の
因
果
関
係
が

な
い
も
の
と
し
て
業
務
外
と
し
て
い
る
。
損
害
賠
償
請
求
事
件
と
し

て
は
⑧
新
聞
販
売
店
労
働
者
・
予
備
校
生
事
件
（
東
京
智
慮
昭
和
六

一
年
七
月
八
日
・
判
時
＝
一
四
九
号
七
一
頁
）
が
債
務
不
履
行
で
構

成
し
、
⑨
電
通
事
件
（
東
京
地
判
平
成
八
年
三
月
二
八
日
・
判
時
一

五
六
一
号
三
頁
）
が
不
法
行
為
構
成
で
一
部
認
容
し
、
主
張
が
な

か
っ
た
た
め
過
失
相
殺
が
さ
れ
て
い
な
い
。
⑩
同
控
訴
審
（
東
京
高

判
平
成
九
年
九
月
二
六
日
・
判
時
一
六
四
六
号
四
四
頁
）
に
お
い
て

は
不
法
行
為
構
成
で
労
働
者
側
の
過
失
を
三
割
認
め
て
い
る
。
⑪
川

崎
製
鉄
（
水
島
製
鉄
所
）
事
件
（
岡
山
地
倉
敷
血
判
平
成
一
〇
年
二

月
二
三
日
・
笠
宿
七
三
三
号
＝
二
頁
）
で
は
債
務
不
履
行
で
労
働
者
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側
の
過
失
を
五
割
と
し
て
い
る
。
⑫
協
成
建
設
工
業
ほ
か
事
件
（
札

幌
地
曳
平
成
一
〇
年
七
月
一
六
日
・
判
時
一
六
七
一
号
一
一
三
頁
）

は
特
殊
な
判
断
を
示
し
て
い
る
が
、
債
務
不
履
行
で
一
部
認
容
、
過

失
相
殺
に
つ
い
て
は
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。
⑬
東
加
古
川
幼
児
園
事

件
（
神
戸
地
張
平
成
九
年
五
月
二
六
日
・
労
判
七
四
四
号
二
二
頁
）

は
棄
却
さ
れ
た
も
の
の
、
そ
の
控
訴
審
⑭
（
大
阪
高
判
平
成
一
〇
年

八
月
二
七
日
・
労
判
七
四
四
号
一
七
頁
）
に
お
い
て
債
務
不
履
行
の

構
成
で
一
部
認
容
さ
れ
て
お
り
、
労
働
者
側
の
過
失
を
八
割
と
し
て

い
る
。

ω
　
そ
れ
で
は
行
政
上
の
取
扱
い
は
ど
う
か
。
過
労
自
殺
の
増
加
と

訴
訟
上
の
動
き
に
伴
い
労
働
省
で
は
精
神
医
学
、
心
理
学
、
法
学
の

専
門
家
九
名
に
よ
る
「
精
神
障
害
者
等
の
労
災
認
定
に
係
る
専
門
検

討
会
報
告
書
」
（
一
九
九
九
年
七
月
三
〇
日
・
労
旬
一
四
六
二
号
三
二

頁
）
を
受
け
て
新
た
な
認
定
基
準
の
指
針
が
示
さ
れ
た
（
「
心
理
的

負
荷
に
よ
る
精
神
障
害
等
に
か
か
る
業
務
上
外
の
判
断
指
針
に
つ
い

て
」
平
成
一
一
年
九
月
一
四
日
基
発
五
四
四
号
・
賃
金
と
社
会
保
障

＝
一
六
二
号
号
三
六
頁
）
。
新
指
針
は
業
務
上
外
の
判
断
要
件
と
し

て
、
対
象
疾
病
に
該
当
す
る
精
神
障
害
を
発
病
し
て
い
る
こ
と
、
対

象
疾
病
の
発
病
前
お
お
む
ね
六
ヶ
月
間
に
客
観
的
に
当
該
精
神
障
害

を
発
病
さ
せ
る
お
そ
れ
の
あ
る
業
務
に
よ
る
強
い
心
理
的
負
荷
が
認

め
ら
れ
る
こ
と
、
業
務
以
外
の
心
理
的
負
荷
お
よ
び
個
体
的
要
因
に

よ
り
当
該
精
神
障
害
を
発
病
し
た
と
は
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
、
の
三

つ
を
挙
げ
て
い
る
。
こ
の
指
針
に
よ
れ
ば
今
後
の
過
労
自
殺
の
ケ
ー

ス
に
つ
い
て
は
比
較
的
業
務
上
認
定
が
さ
れ
や
す
く
な
っ
た
と
言
え

よ
う
。

⑤
　
本
件
の
場
合
、
訴
訟
類
型
と
し
て
は
業
務
外
認
定
の
取
消
を
求

め
る
行
政
訴
訟
で
あ
る
の
で
、
従
来
の
判
例
法
理
か
ら
す
れ
ば
業
務

と
精
神
障
害
と
の
相
当
因
果
関
係
及
び
精
神
障
害
と
自
殺
と
の
相
当

因
果
関
係
を
立
証
す
れ
ば
足
り
る
。
そ
の
際
、
指
針
等
に
拘
束
さ
れ

る
も
の
で
は
な
い
か
ら
、
判
例
に
お
け
る
業
務
に
起
因
す
る
自
殺
の

法
理
を
適
用
す
れ
ば
よ
い
。
以
下
で
は
業
務
内
在
的
危
険
法
理
の
射

程
に
つ
い
て
検
討
し
た
後
、
実
際
の
判
断
基
準
と
し
て
使
用
さ
れ
た

業
務
と
精
神
疾
患
、
精
神
疾
患
と
自
殺
と
の
因
果
関
係
に
つ
い
て
検

討
す
る
。

二
　
業
務
内
在
的
危
険
と
業
務
上
概
念

　
①
②
事
件
に
お
い
て
は
、
公
務
と
発
症
と
の
相
当
因
果
関
係
の
判

断
枠
組
み
に
は
公
務
の
加
重
性
だ
け
で
な
く
、
当
該
公
務
に
よ
る
治

療
機
会
の
喪
失
を
重
視
し
、
そ
れ
を
「
公
務
に
内
在
す
る
危
険
」
の

判
断
材
料
と
し
て
い
た
。
そ
の
上
で
、
労
働
者
が
安
静
を
要
す
る
状

態
な
い
し
療
養
後
に
従
事
し
た
業
務
が
特
に
過
重
な
も
の
と
は
い
え

な
い
状
態
の
も
の
で
あ
っ
て
も
、
業
務
内
在
的
危
険
の
存
在
に
よ
っ
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て
公
務
起
因
性
を
肯
定
し
得
る
と
示
し
て
い
る
。
③
事
件
に
あ
っ
て

は
、
訴
訟
上
の
因
果
関
係
の
立
証
に
は
業
務
内
容
、
勤
務
状
況
、
健

康
状
態
、
基
礎
疾
患
の
程
度
等
を
総
合
的
に
検
討
し
、
現
代
医
学
の

枠
組
み
の
中
で
矛
盾
な
く
因
果
関
係
が
立
証
で
き
れ
ば
足
り
る
と
し
、

そ
の
上
で
、
自
然
的
経
過
を
超
え
る
基
礎
疾
患
の
増
悪
に
は
入
院
治

療
に
踏
み
切
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
業
務
自
体
に
起
因
し
た
こ
と
で

あ
っ
て
、
業
務
内
在
的
危
険
が
存
在
す
る
こ
と
か
ら
業
務
起
因
性
を

肯
定
す
る
。
す
な
わ
ち
、
③
事
件
に
お
い
て
も
、
業
務
内
在
的
危
険

の
判
断
材
料
に
は
、
業
務
と
発
症
と
の
条
件
関
係
の
点
に
お
い
て
業

務
の
加
重
性
に
起
因
す
る
治
療
機
会
の
喪
失
を
重
視
し
て
い
る
の
で

あ
っ
て
、
通
常
の
労
働
者
に
比
し
た
業
務
の
加
重
性
と
い
う
こ
と
に

は
触
れ
て
い
な
い
。
「
最
高
裁
が
導
入
し
た
治
療
機
会
の
喪
失
と
い

う
要
素
は
、
業
務
内
在
的
危
険
の
現
実
化
を
、
当
該
疾
病
の
特
色
及

び
被
災
者
の
職
務
上
の
地
位
や
責
任
状
況
等
に
よ
る
客
観
的
業
務
拘

束
性
な
い
し
危
険
回
避
困
難
性
で
判
断
す
る
一
つ
の
基
準
と
し
て
の

意
義
を
有
す
る
（
良
永
彌
太
郎
「
発
症
後
の
安
静
治
療
の
困
難
と
業

務
起
因
性
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
重
要
判
例
解
説
平
成
八
年
二
〇
七
頁
）
」
。

と
す
れ
ば
、
治
療
機
会
の
喪
失
と
い
う
要
素
を
相
当
因
果
関
係
に
含

め
る
の
で
は
な
く
業
務
上
認
定
の
際
に
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
評
価
さ

せ
る
か
、
と
い
う
点
で
業
務
内
在
的
危
険
と
い
う
概
念
を
導
入
し
た

の
が
最
高
裁
の
立
場
で
あ
る
。
本
件
は
最
高
裁
の
立
場
か
ら
は
一
歩

踏
み
込
ん
だ
判
断
を
示
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
そ
う
理
解
す

る
こ
と
が
妥
当
で
あ
ろ
う
か
。

　
む
し
ろ
本
件
は
判
断
枠
組
み
と
し
て
、
業
務
内
在
的
危
険
に
言
及

せ
ず
と
も
相
当
因
果
関
係
だ
け
で
判
断
が
可
能
で
あ
っ
た
。
本
件
は

そ
も
そ
も
治
療
機
会
の
喪
失
と
い
う
要
素
に
つ
い
て
は
言
及
せ
ず
、

業
務
内
在
的
危
険
の
概
念
に
は
必
ず
し
も
治
療
機
会
の
喪
失
と
い
う

要
素
が
関
係
し
な
い
と
み
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
業
務
内

在
的
危
険
を
判
断
基
準
と
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
非
外
傷
性
脳
血
管
疾

患
に
よ
る
死
亡
の
判
例
傾
向
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
突
発
的
で
異
常

な
事
態
の
有
無
、
他
の
発
症
因
子
の
存
否
、
基
礎
疾
患
が
自
然
的
経

過
を
超
え
て
悪
化
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
か
否
か
、
と
い
う
判
断
枠
組

み
を
採
用
す
る
こ
と
が
で
き
た
は
ず
で
あ
る
。
最
高
裁
の
示
し
た
業

務
内
在
的
危
険
の
概
念
が
、
業
務
と
疾
病
の
特
徴
に
応
じ
た
個
々
の

危
険
に
即
し
た
危
険
因
子
を
考
慮
す
べ
き
こ
と
に
あ
り
相
当
因
果
関

係
論
か
ら
の
脱
却
を
図
っ
た
と
す
れ
ば
、
層
従
来
の
判
断
枠
組
み
は
業

務
内
在
的
危
険
の
概
念
に
包
摂
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
本

件
は
、
業
務
の
加
重
性
を
い
か
に
評
価
す
る
か
と
い
う
点
で
業
務
内

在
的
危
険
の
概
念
を
導
入
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
精
神
疾
患
に
お

け
る
治
療
…
機
会
の
喪
失
と
い
う
こ
と
に
は
関
連
が
な
い
よ
う
で
あ
る
。

　
そ
の
点
に
お
い
て
、
本
件
は
最
高
裁
の
示
し
た
業
務
内
在
的
危
険

の
概
念
を
拡
大
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
疾
患
の
特
色
を
考
慮
し
た
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上
で
の
業
務
内
在
的
危
険
の
判
断
は
、
結
局
の
と
こ
ろ
あ
ら
ゆ
る
業

務
に
固
有
の
危
険
性
を
考
慮
す
れ
ば
足
り
る
。
基
礎
疾
患
を
有
す
る

労
働
者
に
過
重
な
業
務
負
荷
、
あ
る
い
は
治
療
機
会
の
喪
失
が
あ
っ

た
と
認
定
さ
れ
た
場
合
に
は
す
べ
て
相
当
因
果
関
係
論
で
は
な
く
業

務
内
在
的
危
険
を
認
め
、
業
務
上
と
す
る
こ
と
と
な
り
、
そ
の
結
果
、

死
傷
病
に
比
し
た
業
務
上
概
念
を
拡
大
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。
す

な
わ
ち
、
労
災
補
償
に
お
け
る
使
用
者
責
任
の
根
拠
と
範
囲
を
曖
昧

に
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
業
務
内
在
的
危
険

を
使
用
者
責
任
の
範
疇
と
捉
え
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
根
拠
を
安
全

配
慮
義
務
に
求
め
、
個
別
具
体
的
な
安
全
配
慮
義
務
の
範
囲
を
拡
大

す
る
こ
と
に
よ
り
、
業
務
上
認
定
及
び
使
用
者
の
帰
籍
事
由
と
転
化

し
て
業
務
上
認
定
と
損
害
賠
償
を
認
め
や
す
く
す
る
効
果
を
持
つ
、

と
反
論
さ
れ
よ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
業
務
内
在
的
危
険
の
法
理
が

本
件
の
よ
う
な
精
神
疾
患
ま
で
及
ぶ
と
解
す
る
な
ら
ば
、
精
神
疾
患

そ
の
も
の
を
業
務
上
災
害
と
と
ら
え
た
場
合
、
安
全
配
慮
義
務
の
無

制
限
な
拡
大
を
も
た
ら
す
こ
と
に
つ
な
が
る
。
一
般
論
と
し
て
の
業

務
内
在
的
危
険
の
法
理
が
疾
病
の
特
色
を
考
慮
し
た
個
別
具
体
的
な

判
断
材
料
と
さ
れ
る
に
は
、
治
療
機
会
の
喪
失
と
い
う
要
素
以
外
に

本
件
の
よ
う
な
う
つ
病
と
認
定
さ
れ
る
適
切
な
診
断
の
有
無
に
つ
い

て
の
言
及
が
必
要
で
あ
り
、
裁
判
所
は
よ
り
具
体
的
な
判
断
基
準
の

設
定
を
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

三
　
業
務
と
精
神
疾
患
と
の
因
果
関
係

　
こ
れ
ま
で
の
判
例
傾
向
に
よ
れ
ば
、
業
務
外
認
定
の
取
消
訴
訟
で

あ
っ
て
も
損
害
賠
償
請
求
訴
訟
で
あ
っ
て
も
、
業
務
と
精
神
疾
患

（
う
つ
病
に
限
定
さ
れ
て
い
る
）
と
の
因
果
関
係
、
当
該
精
神
疾
患

と
自
殺
と
の
因
果
関
係
を
検
討
す
る
と
い
う
手
法
を
採
用
し
て
お
り
、

本
件
で
も
そ
れ
を
踏
襲
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
ま
ず
業
務
と
精
神
障

害
と
の
因
果
関
係
に
つ
い
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
な
お
、
損
害

賠
償
請
求
事
件
に
お
い
て
精
神
疾
患
（
う
つ
病
）
そ
れ
自
体
を
「
損

害
し
と
し
て
捉
え
て
い
る
も
の
は
な
く
、
そ
の
点
に
お
い
て
疑
問
が

残
る
が
、
本
件
と
は
関
連
し
な
い
の
で
立
ち
入
ら
な
い
こ
と
と
す
る
。

　
上
記
専
門
報
告
書
に
よ
れ
ば
、
業
務
と
精
神
障
害
と
の
因
果
関
係

の
立
証
に
は
世
界
保
健
…
機
構
（
W
H
O
）
が
提
唱
し
て
い
る
【
O
O

山
O
を
使
用
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
が
、
H
O
U
山
O
が
労
災
請
求
事

案
に
必
要
な
精
神
障
害
の
成
因
に
重
点
を
置
い
て
い
な
い
こ
と
か
ら

「
ス
ト
レ
ス
ー
脆
弱
性
」
理
論
に
依
拠
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
と

し
て
い
る
。
「
ス
ト
レ
ス
i
脆
弱
性
」
理
論
と
は
、
「
環
境
か
ら
く
る

ス
ト
レ
ス
と
個
体
側
の
反
応
性
、
脆
弱
性
と
の
関
係
で
精
神
的
破
綻

が
生
じ
る
か
ど
う
か
で
決
ま
る
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
」
。
し
た

が
っ
て
、
ス
ト
レ
ス
と
個
体
側
の
反
応
性
に
つ
い
て
従
来
の
判
例
を

検
討
す
る
こ
と
と
す
る
。

　
⑥
事
件
に
お
い
て
は
、
入
社
一
年
未
満
で
の
海
外
勤
務
と
派
遣
先
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に
お
け
る
ト
ラ
ブ
ル
が
そ
の
成
因
、
⑦
事
件
に
お
い
て
は
、
転
落
事

故
が
業
務
に
起
因
す
る
こ
と
は
認
め
た
も
の
の
、
自
殺
者
の
既
往
歴

と
抑
う
つ
状
態
を
惹
起
し
や
す
い
素
因
が
あ
る
と
し
て
因
果
関
係
を

否
定
、
⑨
事
件
に
お
い
て
は
常
軌
を
逸
し
た
長
時
間
労
働
、
⑪
事
件

に
お
い
て
は
業
務
上
の
過
重
な
負
荷
と
常
軌
を
逸
し
た
長
時
間
労
働
、

⑫
事
件
に
お
い
て
は
う
つ
病
に
は
言
及
し
て
い
な
い
も
の
の
、
職
務

上
の
地
位
に
よ
る
責
任
感
と
長
時
間
労
働
を
認
め
、
⑬
事
件
に
お
い

て
は
長
時
間
労
働
と
職
場
環
境
の
変
化
を
認
め
た
も
の
の
う
つ
病
に

は
罹
患
し
て
い
な
か
っ
た
も
の
と
し
、
そ
の
控
訴
審
で
あ
る
⑭
事
件

に
お
い
て
は
過
酷
な
勤
務
状
況
に
起
因
す
る
う
つ
病
を
認
定
し
て
い

る
。　
こ
の
よ
う
に
、
判
例
傾
向
と
し
て
は
ス
ト
レ
ス
（
主
に
常
軌
を
逸

し
た
長
時
間
労
働
と
仕
事
の
量
・
質
の
変
化
に
起
因
す
る
）
を
肯
定

要
素
と
し
て
捉
え
、
脆
弱
性
に
つ
い
て
は
否
定
要
素
と
み
て
い
る
よ

う
で
あ
る
。

　
本
件
の
場
合
、
一
般
論
と
し
て
発
症
前
の
業
務
内
容
、
業
務
が
労

働
者
の
心
身
に
与
え
た
影
響
の
有
無
及
び
程
度
、
性
格
要
因
、
基
礎

疾
患
の
存
否
、
生
活
状
況
等
の
「
関
連
す
る
諸
事
情
を
総
合
的
に
考

慮
し
」
、
「
社
会
通
念
上
、
当
該
業
務
が
労
働
者
の
心
身
に
過
重
な
負

荷
を
与
え
る
態
様
の
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
当
該
業
務
に
そ

の
内
因
性
精
神
疾
患
を
発
症
さ
せ
る
一
定
以
上
の
危
険
性
」
を
判
断

材
料
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
過
重
な
業
務
負
荷
を
肯
定
要
素
と
し
、

性
格
要
因
と
し
て
は
う
つ
病
親
和
的
で
は
な
か
っ
た
と
し
て
業
務
と

う
つ
病
と
の
因
果
関
係
を
認
め
て
い
る
。
そ
し
て
、
業
務
そ
れ
自
体

に
社
会
通
念
上
、
反
応
性
う
つ
病
を
発
症
さ
せ
る
一
定
程
度
の
業
務

内
在
的
危
険
が
存
在
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
業
務
と
う
つ
病
と
の
間

に
相
当
因
果
関
係
を
肯
定
す
る
。
こ
の
よ
う
に
、
業
務
の
量
・
質
が

業
務
内
在
的
危
険
を
伴
う
こ
と
を
肯
定
要
素
と
し
、
基
礎
疾
患
の
有

無
及
び
性
格
要
因
を
否
定
要
素
と
し
な
が
ら
も
後
者
を
認
め
な
か
っ

た
結
果
、
業
務
起
因
性
を
肯
定
し
て
い
る
。
こ
の
点
に
お
い
て
は
判

旨
は
妥
当
な
も
の
で
あ
る
。

四
　
精
神
疾
患
と
自
殺
と
の
因
果
関
係

　
精
神
障
害
が
自
殺
を
も
た
ら
し
た
場
合
、
労
災
保
険
法
一
二
条
の

二
の
二
条
一
項
の
規
定
の
解
釈
が
問
題
と
さ
れ
よ
う
。
本
件
に
お
い

て
は
、
同
条
項
が
「
当
然
の
理
解
」
と
し
て
「
業
務
と
…
結
果
等
と

の
間
に
条
件
関
係
す
ら
存
在
し
な
い
場
合
に
労
災
保
険
給
付
を
行
わ

な
い
」
と
解
し
て
い
る
ρ
現
行
規
定
が
設
け
ら
れ
た
の
は
昭
和
四
〇

年
の
法
改
正
に
よ
っ
て
で
あ
る
が
、
そ
の
趣
旨
は
「
事
業
主
の
故

意
」
と
「
労
働
者
の
故
意
」
が
同
一
条
項
で
あ
っ
た
た
め
解
釈
上
疑

義
が
生
じ
や
す
く
、
そ
れ
ら
を
区
別
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
（
上
記
専

門
検
討
会
報
告
書
）
。
そ
こ
で
、
本
条
項
が
い
う
「
故
意
」
概
念
を
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検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
行
政
解
釈
で
は
「
『
故
意
に
』
と
は
、

自
分
の
一
定
の
行
為
に
よ
り
、
負
傷
又
は
そ
の
直
接
の
原
因
と
な
っ

た
事
故
を
発
生
さ
せ
る
こ
と
を
意
図
し
た
場
合
を
い
い
、
未
必
の
故

意
…
を
含
ま
な
い
」
も
の
と
し
（
昭
和
四
〇
年
七
月
置
一
日
基
発
九

〇
一
号
）
、
故
意
に
該
当
し
な
い
自
殺
の
例
と
し
て
精
神
異
常
ま
た

は
心
神
喪
失
を
い
う
と
さ
れ
て
い
た
（
根
本
到
「
自
殺
と
労
災
認

定
」
増
嵩
一
四
二
八
号
四
〇
頁
）
。
そ
こ
で
「
意
図
」
に
つ
い
て
考

え
る
必
要
が
あ
る
が
、
④
事
件
に
お
い
て
は
心
神
喪
失
状
態
を
要
件

と
す
る
の
は
あ
ま
り
に
厳
格
す
ぎ
、
労
災
保
険
制
度
の
趣
旨
か
ら
あ

ま
り
に
狭
す
ぎ
る
と
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
同
控
訴
審
の
⑤
事
件
に

お
い
て
は
「
『
故
意
（
自
由
意
思
こ
の
介
在
を
排
し
得
る
よ
う
な
特

別
の
事
情
、
或
い
は
、
そ
れ
程
ま
で
に
明
確
か
つ
強
度
な
因
果
関
係

が
認
め
ら
れ
る
場
合
に
、
は
じ
め
て
相
当
因
果
関
係
が
あ
る
も
の
と

す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
し
て
業
務
と
自
殺
と
の
因
果
関
係
が
存
し

な
い
と
し
て
い
る
。
但
し
、
⑤
事
件
は
相
当
因
果
関
係
の
判
断
基
準

と
し
て
相
対
的
有
力
原
因
説
及
び
共
働
原
因
説
と
の
い
ず
れ
も
採
用

を
留
保
し
て
い
る
こ
と
か
ら
精
神
障
害
が
そ
の
直
接
の
判
断
基
準
に

な
っ
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
む
し
ろ
本
件
で
は
近
年
の
判
例

傾
向
か
ら
従
前
の
行
政
解
釈
を
否
定
（
あ
る
い
は
緩
和
）
し
、
精
神

異
常
ま
た
は
心
神
喪
失
と
い
っ
た
状
況
を
確
た
る
判
断
基
準
と
し
な

い
と
こ
ろ
に
特
色
が
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
点
に
お
い
て
判
旨
は

妥
当
な
も
の
で
あ
る
。
専
門
検
討
報
告
書
に
お
い
て
も
「
心
神
喪

失
」
に
該
当
す
る
か
否
か
を
問
う
必
要
は
な
い
と
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
今
後
の
労
災
認
定
基
準
に
お
い
て
も
精
神
異
常
あ
る
い
は
心
神

喪
失
と
い
う
状
態
を
重
要
視
す
る
の
で
は
な
く
、
う
つ
病
な
ど
の
精

神
障
害
に
起
因
す
る
「
精
神
的
抑
止
力
の
阻
害
」
に
重
点
が
置
か
れ

る
こ
と
に
な
ろ
う
（
な
お
、
森
戸
英
幸
「
自
殺
の
業
務
起
因
性
」

ジ
ュ
リ
ス
ト
一
〇
＝
一
号
一
＝
一
頁
は
「
自
殺
は
ま
さ
に
同
条
の
い

う
『
故
意
』
そ
の
も
の
で
あ
る
」
と
し
て
い
る
）
。

　
本
件
で
特
徴
的
な
の
は
、
「
反
応
性
う
つ
病
に
罹
患
し
た
者
が
ほ

ぼ
一
〇
〇
パ
ー
セ
ン
ト
罵
言
念
慮
に
と
ら
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
こ

れ
が
高
じ
る
と
自
殺
念
慮
に
至
る
」
と
一
般
論
を
展
開
し
て
い
る
点

で
あ
る
。
従
来
の
判
例
で
は
、
医
学
的
知
見
に
照
ら
し
、
精
神
障
害

に
固
有
の
自
殺
念
慮
に
つ
い
て
は
ほ
ぼ
そ
の
可
能
性
を
肯
定
し
つ
つ

も
、
特
殊
な
場
合
に
お
い
て
は
精
神
障
害
と
自
殺
と
の
間
に
相
当
因

果
関
係
が
存
在
し
な
い
と
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
⑥
事
件
に
お
い

て
は
精
神
病
者
に
よ
る
自
殺
者
の
割
合
は
↓
○
パ
ー
セ
ン
ト
か
ら
二

〇
パ
…
セ
ン
ト
で
あ
る
と
の
証
言
に
対
し
「
精
神
障
害
と
自
殺
と
の

関
連
性
を
否
定
す
る
だ
け
の
十
分
な
論
拠
と
は
な
り
得
な
い
」
と
し

て
い
る
。
⑭
事
件
に
お
い
て
は
一
ヵ
月
と
い
う
期
間
が
う
つ
病
の
回

復
期
に
あ
た
り
、
回
復
期
に
自
殺
が
多
い
こ
と
を
肯
定
要
素
と
し
て

相
当
因
果
関
係
を
認
め
て
い
る
。
そ
の
他
の
例
で
も
、
う
つ
病
と
明
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示
さ
れ
た
も
の
で
は
当
該
精
神
障
害
と
自
殺
と
の
相
当
因
果
関
係
に

つ
き
一
〇
〇
パ
ー
セ
ン
ト
の
関
係
を
認
め
る
も
の
は
存
在
し
な
い
。

そ
う
す
る
と
、
本
件
の
「
医
学
的
知
見
」
に
基
づ
く
相
当
因
果
関
係

の
立
証
に
は
粗
雑
な
印
象
が
払
拭
で
き
な
い
。
そ
の
意
味
で
「
社
会

通
念
上
」
自
殺
が
「
通
常
の
因
果
経
過
ど
し
て
発
生
し
た
」
と
み
て

い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
新
指
針
も
「
業
務
に
よ
る
心
理
的
負
荷
に

よ
っ
て
…
精
神
障
害
を
発
病
し
た
と
認
め
ら
れ
る
者
が
自
殺
を
図
っ

た
場
合
に
は
…
原
則
と
し
て
業
務
起
因
性
が
あ
る
」
と
し
て
い
る
。

本
件
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
で
一
般
論
と
し
て
業
務
と
精
神
疾
患
、
精
神

疾
患
と
自
殺
と
の
因
果
関
係
を
認
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
の
立

論
は
、
後
者
を
か
な
り
緩
や
か
に
解
釈
す
る
こ
と
に
よ
り
、
事
実
上

業
務
と
精
神
疾
患
と
の
因
果
関
係
の
立
証
で
足
り
る
と
い
う
方
向
性

が
打
ち
出
さ
れ
た
も
の
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
う
す
る
と
、

脳
・
心
臓
疾
患
の
ケ
ー
ス
に
お
い
て
過
労
・
ス
ト
レ
ス
が
脳
・
心
臓

疾
患
を
も
た
ら
し
、
そ
れ
が
死
亡
に
至
る
と
の
因
果
関
係
（
と
そ
の

立
証
）
と
、
業
務
に
起
因
す
る
精
神
疾
患
に
よ
る
自
殺
の
ケ
ー
ス
に

お
い
て
過
労
・
ス
ト
レ
ス
が
精
神
疾
患
を
も
た
ら
し
、
そ
れ
が
自
殺

に
至
る
と
の
因
果
関
係
と
同
一
に
見
て
い
る
も
の
と
評
価
す
る
こ
と

が
で
き
よ
う
か
（
川
人
博
『
過
労
自
殺
』
岩
波
新
書
一
九
九
八
年
六

〇
頁
）
。
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